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 わたしは、『わたしの弟、へん…かなぁ』という本を読みました。この本をえらん

だ理由は、わたしにも弟がいるので、本の中の弟がどんな弟かきになったからです。

読んでみたら、すごく感動して、クラスのみんなに知ってほしいと思いました。 

 この本は、お姉ちゃんのリリと、弟のドードのお話です。ドードは、お母さんの

おなかの中で、おもいびょうきになってしまい、ずっと子どものままだけど、やさ

しいリリがドードにやさしくして、ドードが少しずつ、せい長していく幸せなお話

です。 

 もし、わたしの弟がドードだったら、リリのようにやさしくして、びょうきの弟

を大事に思ってあげられるかなぁと思いました。 

 心にのこった場面は、ふくろうのおじさんがリリに話した、のねずみのふうふが

おおあらしの中、家をたてた話の場面です。できた家は、ちょっとくねくねして、

へんてこな家だったけど、のねずみのふうふは、がんばってたてた家が大すきでし

た。それは、へんてこでも、二人でたてた、大事な家だからです。ふくろうのおじ

さんは、ドードもかたむいた家と同じで、ささえてあげることはできても、ぜった

いにまっすぐにはならないよ、今のまんまのドードをすきにおなり、と言いました。

この場面を読んでもしわたしがリリだったらすごくホッとする言葉だと思いました。 

 わたしの弟は、元気いっぱいで、びょうきではないけれど、いつも、あまえてき

たり、ときどきわがままを言います。でも、リリみたいに、弟のそういうところも

すきになれたら、今よりも大事に思えてもっとなかよくなれると思いました。 

 


